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はじめに

「シューベルトの『冬の兢』について日）

－『おやすみ』を申し、として－」で検討し

たように、『おやすみ』は、詩の4節全体

が再び繰り返し、いつまでも終わらないllJ

環形式としてそれH休で7k遠に「LJl乾し拭け

ることが可能であったU　明確な起′八も終点

もなく、汁＝lのないH環の中をたた未来永

劫繰り返す音楽構造を持っていた。それは、

さすらいの遥1山合い、結婚さえ約束され

ていた娘の家がかりそめの宿にしかすぎな

くなり、再びさすいい目ることを余儀なく

される十人公「私」のさまよう州別を表す

ものである。

しかし、シューヘルトは何ゆえに、果て

ウィーン市立公園の
7ランツ・シューへルト

記念碑（㊨堀内奉祀）

しなく紋り返し、心の迷いをひたすら．．千川糸揖ナるllJ鞘l′1州賢を　おですみ』に

りえたのか。それは、連作歌蘭集という有機体の　邦として、とのような役割

を担っているのか。当然のことながら、それは全鳥目11の弟l爪としては、第2

曲以降へ打楽を繋げる位世にある日本稿では、『お1」すみ」に見られた甘楽的

特寓を踏まえ、『冬の胤における『おやすみ。」の位関目けを探り、歌曲集の

全イ対象を明らかにしていきたいrJ
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シューベルトのr冬の旅』について（2）（H．指、矧人J）

1『冬の旅』における『おやすみ』の位置

『冬の旅』のテーマである「私」の内面は、第2巾以降とのように推移し、

変奏されるのであろうか。そこで、ひとまず連作歌曲集としての『冬の旅』全

体の登を捉えておこう。

以下に、1ゝ24曲のタイトル、「私」の状況、首楽の調件を示す。1

タイトル　　　　　　　　　「私」の状況　（鋼件）

1おやすみ（；l」te Narht　　　　　失恋によって孤独なさすりいが付びはH Lニ短調1

2　風見のか川LeWetterfah【1e　　　絶えず向きを変える鋭くきしむ岨兄の艇にィ、美な恋人を重ね　りk凋■

i　凍／沃1展肘rr汀【1FTr‘lllPn　　　ふと涙を浣していたことに穴づ〈（へ粕淵

4　氷結下rsLarrUng　　　　　　　彼女と和一た道を雪の下に求めるい酬い

侶紬DerJ】【1d州b‘＝nl　　　　夜、さしかかった拝提樹の下でつかのl附暇を忘れ巴い舶こ昆る（ホk胡・

6　あふれる祝11Tasser仙t　　　　小川に彼女の住む町まで縦を運んで千丁ってもらいたいと願う　は短調）

7　洩った川面で・緑demFlusse　　凍った川面に尖った石で妓女のもを刻み付ける（ホ雲■摘ノ

81噌Hl」〔kbl忙k　　　　　　　町かり速さかりたいが、彼女のもとに別たいとも思う（ト短い当・

（）鬼火Irr】lCht　　　　　　　　　すっかり迷うことに惰れ、地火に誘われるまま谷Jl引二卜りる√ロ魁抑

10　軋Q Ras【　　　　　　　　　入射）ない小ノバで帆餌とりつつ、初めて体の痛みと某さを意識す　り附机

11本の夢FrL血l】lgStraUl11　　　花やか）夢と党酢とが父替し、恋人への想いが謀る目上くr▲l乙日

12　孤独ElnSanlkピIt　　　　　　　堺の町と人の活気で、捌紺な「私」の孤独をよより　厨実感する（ロ虹彿

13　郵便馬巾DlePost　　　　　　恋人のいる町のほうから来た郵便喝刊二心約　腰ホ長調）

11露おく髪OergrelSe鮎〆　　　山灘になったのが射）せいであると知り落胆するい短釦

15　からす1）LCKrahc　　　　　　剛かbついて来たかりすに葉塙まで付き従ってくれることを酎‡するけ凝針

目－　以後の禾望IctかHnffnll帽　　枝かりん見ながり純る木の剰二日りの姿を・五ね絶望する腰ホ以射

17　村で111】日。rrビ　　　　　　　　村人の別眠を思い、疋lを姐果てた「私lを実感す　しこ艮hl別

Ⅷ　帆の偶ntr山Ir】mLStl1FM（1rgFn　嵐の甥に‾私＿の心の反映を感じ、目安になる　二蝕．1月・

19　まほろL T加悦血1】lg　　　　　滝■Lかな承庭を帯lき出す幻雛に放れと1葺めを感じる〔イ品卸

銅．近しるへntrW柑WP川Fr　　　町の欄を小す道しるべに逆らい、人の行き来甘皮い■誼鼎を進む（ト紬釦

21柘nrlSW】「Hl　　　　　　　　裾）たかった墓地に　ぇ摘爪を断られ、さらに桟は就く（へ1く月）

22　那t Mut　　　　　　　　　　絶望の果てに【私＿が神になろうかとl完は直る■ト餌．訓

Zi　ゑ」の上陽丁）】C NLゝbtnsmn川　　クとに‾っの太馴氾え　が、いっそ暗闇のほうがよいとRrlう（イ1く釧

24　ライア一回L仇rlJCICrmann　　付はずれの、誰からも舶向きもされない老辻架附二共怯する（別吼抑
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シューベルトの『冬の旅』について（2）（川島、堀内）

このように眺めてみれは、「孤独」はライトモテイープとして『冬の旅』全

篇の基底を員き流れているのが分かる。終曲に近づくはとに、心はますます内

に向かい、心の迷いが次勘こ稚聖を経て諦念へ収赦し、孤独が深まっていく感

があるが、「木と、」の孤独な心は、『冬の旅上の車で、拶想、憧胤未練、絶望、

諦念の間で揺れ動くことが見て取れる。これはまさに、『おやすみ』の中で巌

開されたr人佃のさまよいである。すでに述へたように、『おやすみ』には円環

的構造が惰っているのであるが、それは、ンユーベルトがアおやすみ』に『冬

の旅』全休が凝純一された姿を見出したからではなかろうかへそうであるならば、

『おやすみ．は■「冬の兢』を代表するものとして、連関の環の中に、それ自体

で小さなH環となることができる二二

しかし、なぜ、ア冬の旅」が凝縮された彬、代衣的作格がrおやすみ三　に硯

れるのか。それはまさに、練り返されるテーマ、展開されるテーマは最初に提

示されるということで説岬ほれよう。テーマは旅する「私」の内面である　こ

のl句面はさまよえる心となって、全州を通してさまさまに変奏されるのたが、

変奏の原型は全曲の第1曲において提示される（、そこから、常に繰り返し、提

示されたテーマへの意識、原初への回帰的性格が生じる。しかも、『冬の旅』

では、「よそ者として私はやって来たが、よそ者としてまたよりて子Jく」と、

冒頭においてすでに「孤独なるもの」のF・凧甘Ⅷ灘に定められているのである「，

シューー／＼ルトの柴田lにおいては、繰り返しの多さかしはしは指摘されるが、

それは掟′J、狛二田かれたテーマへの強い求心性の表れでもあるr　ときにはその

繰り返しが、とくに諾二律山においては冗長であると批判されもする。しかし、

シューへルトは、歌仙において、F■；のみならずJ葉の力を使って、許を音楽の

こ葉に間き換えることができた。ア冬の私　に札られるさまさまに変奏される

l大仙の凝裾形がFおやすみ」にあり、fI－Cn－dのモティ【フを干がかりにr人佃

の状態がl■惰描Jに繋がるのたとすれは、l司様に、2佃の有機体である『冬の旅』

は、小さなFtJ環に対して人きな‖環を築くのではなかろうか「孤独はげおやす

み』のものたけではなく、レ’冬の兢』のライトモティーソであるからには、シュー

ヘルトは、甘楽の‥葉でそれを描いていると考えられるからであるし、
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シューへルトの『冬の旅』について（2）（田島、堀内）

2．『冬の旅』における調性の意味

このことを確かめるために、内面を表現する上で基本的かつ有効な手段とし

て用いられている洋楽的調件を考えてみる。『おやすみ』を『冬の旅』の代表

として捉えれば、『お1⊃すみ』の調刊であるニ短調が手がかりになると思われ

る。そして、ニ短調かその近親調をLトいこ推移し、H環が繋がるのではないか

と　見や想される。

ところが、すでに示した通り、ニ短調は、『おやすみJを除けばわずかに第18

曲『嵐の朝』たけである‖　ニ短調の近親調から考えても、第2曲『風見の旗』

の次は第81m『回想』、そして第17出†ア村で』まで山てこない。第3曲から第16

け臼まではもっぱら遠隔調で推移するのである。

ところが、思い出したように第17曲でニ短調への意識が呼び成まされるや、

最後の8曲（第17由一第飢曲）では、1曲がニ短調を主調にし、ニ短調の近親

調が51111をJlrめる（第】7冊l『村で』のニ長調、第181111『嵐の朝亡　の二好調、節

20山」『迫しるへ」のト短調、第211Ill『楢』のヘ長調、第221111『勇気』のト短調、

第24田1『ライヤ【回し（辻音楽師）』のイ短調）。とりわけ、歌曲集を締めくく

る最後の5［山のうち、4曲が近親調である。

「ンユーベルトの『冬の旅』について　日）」においても掛ヂたこ短胴を小

心とした調性参考匝‖よ次の通りである。

ニ短調の近親調（ニ長調、イ短調、ヘ長調、ト矩調）

（ト長調）　　ニ長調　　（イ長調）

相調－［三重可－　イ釧
l

（変ロ長調）　　へ長調　　（ハ艮調）
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シュ‾ベルトの『冬の抱について（2日H旧、堀内）

『冬の旅』最後に見られる　▲連のニ短調への接近は何を意味するのか。これ

には、「私」の内面の状態が関係しているようである。

Jノ澗け）状態は、とちらかといえは、軒事′から後′にさしかかるあたりまでさ

まざまに変奏され、その後絶望から諦念に向かう傾向があるように見えた。こ

れを裏打ちするように、調件に関しても、比較的遠い調竹へさまさまに浮遊を

続けた後、几へ屍ろうとするかのようである

そこで、軌7山から批4曲（終曲）までの8蜘二ついて、uI（「私」の状況）

と呂楽的．柑Flの関係をまとめておきたい。

「机は、第16曲『最後の希望』で、最後の木の葉がしがみついていた枝か

ら力尽きて落ちる姿にHらの境遇を重ね、くずおれ、絶望することによって、

内面の一つの段落を終える∩その剛川から現れた新たな内血の変奏は、第17

曲『村で』において、「すべての夢を見果てた私が1chl）1．、川1．一山。－．t。】1。．1

11ratmeIl／夢見る人々と何の関係があろうかIV‘lS m11．。hlmtH de】、

Sch】afcrn s仁lumnJ」の2計行に代表された内へ向かう肯己としてニ短調を呼

び起こす二長針で表現される、

そして第18曲『嵐の別』は、『おやすみ』以来はじめての二臨調によってい

るが、全曲申最無明楽曲であり、属糾した臼棄な感情がまさに嵐のように

荒々しく過ぎ去る。テンポもそれに丼晩、して、第17曲までの数肺が遅めに指定

されていたのと対照を成すように、「かなり速く、しかも力強く　Z．亡。川。1－

geSCh、V‖－（L d0〔ll krartlだ」と指にされている。歌とピアノが歩調を合わせるよ

うなユニソンで、それも／（フォルテ）で力偵く了J進するように描かれるのが

特徴的である。このようにして、「私」が怒りを込めて大股で嵐に、ンち向かっ

ていぐ知か連想され、ナクストが歩子Jについて付も．治っていないにもかかわら

ず、旅の歌であるかのような印象が牛じるのである〔，う

第19山『まほろL』は、明るい感じのイ長調と輪舞を連想する6／8抑了によっ

て、聴く者も幻を見ているかのような思いにやかれるのたが、1調だ＝二関して

言えは、前後の近親調から少し距離を置いたイ長調によって、規実から孤立し

た幻覚の印象がもたらされる。また、帰音（基準になる汁から5度「）はひと

きわ明るくかん高く響くのであるが、それゆえ前仰げ沖音d（二百＝レ）の属
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ンユーヘルトの　冬の旅　について（2）潤比、堀州

青a（イ占＝ラ）を主調にしたイ長調は、より浮き卜がった印象を与え、現実

との対比的な効果をもたらす。それにより、幻党から党めたとき、ニ短調への

接近がより促されるf】組みともなると言える。

二知調への接近は、すぐさま、第20曲ア道しるべ』で近親調のト短調によっ

て試みられる。この血におけるト短調－ト長調－ハ短調というト短調の近親調

への捕れ烏、ニ短調を慎市に避けるとともに、それへの回帰も強く感じさせる

のである目前昭一だけでなく、「迫We肝」、「旅人W加derer」、「歩く　針1－ビn」

のキ【ワートが並び、旅の印象が強まる。リズムも8分音符によって間断なく

続くのだが、とりわけアウフタクトで始まる　W択上靴rmeldlleh dcnn dle

W亡脛は、Fremd blnleh e川geZO那rlとリズムにおいでも小節における首節

の配置においても酷似しており、『おやすみ∠を彷彿させるものとなっている。5

第21仙『借上は、『おやすみ』の申にも転調で硯れたヘ長調を主調とするが、

この洞刊は、ニ短調の平行調であるとともに、清めや安らかさや巌粛さを衣す

とされ、教会音楽でしばしは用いられる。Gゆえに、ヘ長調の性質は、葬送の

音楽と葬列における歩行の表現に結びつくのだが、テンポ指定は全曲申l唯　の

「とても遅く　油r hngsam」であり、葬送の歩みは旅のイメージとかけ離れ、

遅い日東地という柏屋にすら宿泊を断られた「私」の重い足取りは、へk調か

らヘ短調、変イ長調、ハ短調と動き、ひとまずニ短調から遠ざかろうとしてい

るようにも感じられる。

第22曲『カ気」は、『宿』とテンポにおいでも雰囲知二おいても刈置される

ように、曲調は激しく短く、「かなり速く、力強く　Z】emllCh gescl川In〔L klartlg」

進み、矢か触jLたかのような妄想ヤ絶望の果ての開きl白りを見せる。それは、

『嵐の餌』が回帰したかとl且わせる。近親調のト短調でコかれており、その立

でもニ短調に通じるが、ここでも二k調、ト長調、変ロ長調と、ニ短調を迂回

する転調が特徴的である「，

第23皿『幻の人軌　は、第19曲とl■・Jじく「幻」を連想させるへく、奇妙に明

るいイ艮調が選ばれる。そこからイ短調を柁てハ長調への転調が嵐られるが、

もう一つの可能Mであるイ短調からニ短調への移行は、そのときを朽つがこと

く避けられている。8分官刊の連続によるAビh，nleUlビS（）nIl川S円〔llhr nlChL†
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シューヘルトの　冬の旅』について（2）（什偶、堀和

がFrunld bl】日〔11ぐ1ngぐ叩…　とリスム的に　致し、裾律的にもド律位で共通

し、アおやすみ』を想起させるものであり、たとえはケ寸ルギアーデスもそれ

に大きな一色味を見出している〕7

ゲオルキ7－ナスは、物J出土r「幻の太陽』で終わり、閉推したものとみなし、

第2州『ライヤー回し（辻片馴帆』は「ア私』をノ走全に押し殺してカーテンの

前で語られるエビロークである」と述べている，バ確かに、第231日】は第2nl11と

ともにrlビ11－〔1のイメーンを汀楽的によみがえらせ、第1曲に最も強く結びつ

いている。その意味で、第23州1から韓日1日に向かうと‖うことはできよう。し

かしながら、「エビローク」においても、『おやすみ』に繋がる質素は軽視でき

ない。

その終lIllは、1）はり二租調と隣り合／Jたイ魁調（自ノ折酢はロ短朋だが他人の

手でイ短謝二変吏された）である　伴奏のトノ1・狛二よる完全5度は、辻針楽師

の弾く手回しライアーのトローンとした響きを辿想させるものであるが、その

執　な轡さはl・・け封二、1即Uかト私情てられた老人の孤独がもたらす不思議な透

明感とも童なる、この終始響き続ける単調な持続はある輔の果てしなさを生み、

その．左で、Irおやすみ』の伴奏の下市部による5度の響きに通底するハ　また、歌

い終わり（〔1e‖1el．ビlHJ（1－el川つ－は、拙烏でかん高く響かされ、虚軽を伝え

るものとなっているが、い川剖二、終日感が得られないけ程として、終結よりは

別のノJ向、「私」の「牛への回帰」が見えるようでもある「さらに、紳・R後の

後奏も、T（干和机　になるのかV（屈和H）になるのか（完全に終わるのか

終わらないのか）迷いながら進む印象を1える，最縁に弼々しく、手打情で終

結を告げるのたが、それもまた、rおでうみ』の後奏を思い出させるものであ

る，

連作歌山條ア冬の旅ノは、第111日を意識したものである。「よそ者として私は

や／）て来たが、よそ者としてまた去ってjJく」孤独の宿請がU頭に衣l′lされる

と、そこから、両面が変奏され続け、子■与楽調l佃」には遠l朋調でさまさまに推移

した後、『おやすみ．の鋼l′lであるニ短調に帰ろうとする動きが終梶に集中する。

とりわけ第20山川簿、ニ短調を慎重に避けながらその周園を旋回していた調刊

の動きや第1山と紬びっくりスムやせ判は、回帰件を意味する仁■1楽的構造であ
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／ユーベルトの『冬の旅』について（2）（田托、堀卜机

ると岩ってよいだろう。

おわりに

出発よりは帰還の時期を思わせる「冬」に旅立たねばならないことヤ、一日

の始まりではなく営みの終わりの「夜」に発せられる「おやすみ」から旅が始

まることは、起点でありながら終点を示し、いつの間にか入り込み、山日を求

めて責々巡りをする運命をあらかじめ暗示していたように思われる。最後に田

かれるべき状況が最初に来ているかのような『冬の旅』は、歌曲が鎖のように

繋がり合うことによって、揖後が最初に結ばれるまさに「リーダーツイクルス

hp〔lprz〉klus」を音楽で体現するのである。『おやすみ』は、『冬の旅」の24の

耽曲の質素を凝縮する。『冬の旅』は「絶望」と「牛」が交鋪する大きな宇宿

となり、『おやすみ』はその中の小さな宇冨となるのである。

注

1　ここに黎けた全24紬はシコ一一ヘルトの歌【11ト集　r冬の旅』の服序である。ミ＿丁ラーの地代

詩集『冬の旅■lは、第1郎用71半）12筒と第2郡（後半）12㍍の　即から構成されている、

まず、ミュラーは182叶に第1部12㍍11を川行し、これをシューベルトがほ2珂2日に知り

作目目した〔そグ）ときの。トの礼lど1序は、歌曲集の前半（12「111の拍1欄通りである∴続いて、ノユー

へルトは1把7隼1川に第1．7liと耶2．邪を合わせたミュラーの．計集の「′た乍版」を札つけ

たのだが、梱けが大帽に入れ梓えられていた√　しかし、ンユーへルトは前半作帖酎二知／J

たこの「1」仝板　の順序に従うことなく、域りのH闇に作仙し、雛1部と組み合わせ、

全2州の『冬の旅二　とした〕こうして、ミ1ラーの「完全版」である「冬の旅【とンコ＿一一

ヘルトの連作歌仙恥は順序が異なる結朱となったのである。

ミ　7ラーの「完全版」の順「声

1　9　11　　（　ア　ポ　）】日　日121う14151r】7　ほ】9　2日　2122　23　24

1　　　う　4　5　1ミ　（　7　ポ　14】う】617　L L）9　日　コ】　9　10　2j l】12　22　21

ノユーベルトの歌仙根の肋ル

ンユ一一ヘルトが、ミュラーの「う」全版■　を知った後で、すでに作山し終えていた歌山の

服亨を入れ伴えることをLなかったのは、昔粟的秩序がノしまっていたからだと巴われる）

すなわちゲオルギア【デスが述べているように、心の状態が緩やかに繋がっている『冬

の旅J　は、ミュてト一によ／）て配列を変史することが叶能であ′）たし、ノ＿7【ベルトが苗

－】28－



シコーヘルトの『冬の旅』について（2）（帖．1、軌ノ、J）

楽の枕序を勅吊て浦川＝／直す抄投もなか一Jたのであろう　t叛1111t‘lS、1，t】1日、（；〔

g■a（l凸∴≠血扉汀J血再ん…扉∴川軋〔LL‖昭・11ノ197（）S359〕

なお、ミ17　のr㍍仝版lにおいでは、J）やすみ・もまた‖う．語の変史や′ポストTJフ

の省略が行われ、ンコ一一へルトが作冊に使ったものからさらに変更が加えられ－rいる′

ルhrl・1‾V〔川‘llJ…tt－　川n畑巨t眉廿仙川仙輔恒→右両〃告仰廟仇抽り面前∴仏日

2　Lはしは独立いし歌仙として1托り＝ナLJれる射Hll　附こ帆もまた、それU肘押J環

にはならないのかとい　疑照が湧くかもしれない‖しかし、…ミ甜鉦lは、朋まr r王迂伽）

別が支配仰ぐあり、規′が）厳しさを山、刷ナようとする■人1柄持つ　rソイオ一ラは、「そ

のり」卜　L苦捉机］を連関か射田川けと∴糾卜か牧歌となる．と雄ペているノ用亡、1tLr

＼・　1・・・・・■‥・・：∴　一・・日－∴・二・・・・・∴・、ノ　　・㌧

l…r t）t冊lLl（】ZtU・Lll1971SILう51つまり辿障り小では、」11．は規実かり　峠杓

に逃避した・隣の・；・として叫告別を某たけ）たが、l射閏か・t川川湘されると、半焼では

望郷‘郷愁の覚情状守な成立いうことである　そのFコ味で、叩．捉樹　はb冬の旅．の

・輔であり、化石にはなりえないい目埠的構造を捗っため主力∴あべまて沌／棚〝）「追捕」

でなけれはなりない′

3　1tllOldトlJ、町JJ＼‘／川毎朝㌧　tL■Lt揮‖ll（）りり川75」S．：にだ

5　さらに、丁／ポも∵おやすみ　川じ′√まとよく　MrlS＼1山であるゝ　ソ′イルは、他（′）い

かなる柚〝潮目JUh－L■両■）よりも椚葦に第■爪と声・1ひ一→く上述へている〉ほlJd S137）

6　GU。Ⅰ鍔1‘t血h r10，S．軋〕

7　El）（l S　390
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